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航
空
輸
送
に
お
け
る
空
港
地

上
支
援
業
務

「グ
ラ
ン
ド
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
」
を
知
っ
て
も
ら
う

催
し
が
４
日
、
東
京
都
大
田
区

の
羽
田
空
港
で
行
わ
れ
、
同
業

界
に
就
職
が
内
定
し
て
い
る
埼

玉
学
園
大
、
川
口
短
大
の
学
生

３
人
が
就
活
生
に
業
界
の
魅
力

や
や
り
が
い
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。
　
　
　
　
　
　
盆
摯
墓
嘱

空
港
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

協
会

（東
京
都
千
代
田
区
）主
催
。

就
職
活
動
中
の
学
生
と
、
Ａ
Ｎ
Ａ

エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
、
ス
イ
ス
ポ

・―
ト
ジ
ャ
パ
ン
、
羽
田
タ
ー
ト
ル

サ
ー
ビ
ス
、
Ｋ
ス
カ
イ
、
エ
ー
ジ
．

―
ビ
ト
の
６
社
な
ど
が
参
加
し
、

空

・港
で
働
く

′、
日
々
の
仕
事
内
容

な
ど
を
紹
介
し
た
。
‐

川
国
市
木
曽
呂
の
埼
玉
学
園
大

は
同
協
会
賛
助
会
員
と
な
り
↓
実

際
に
空
港
を
訪
れ
、
手
信
号
で
航

魅
力
を
就
一活
生
に
報
告

封
経
麒
籟
畔

る
。
　

‐
　

　

　

　

　

・

す
で
に
空
港
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ

″
プ
を
行
つ
て
い

‥る
と
い
う
埼
玉

学
園
大
経
営
学
部
４
年
の
池
間
佳

希
さ
ん
（２２
）
は

「仕
事
は
１
人
で

は
で
き
ず
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

事
。
と
に
か
ぐ
，何
か
を
や
っ
て
み

る
、
そ
し
て

『自
分
は
こ
れ
を
や

り
た
い
』
と
言
葉
に
出
す
こ
と
が

大
事
」
と
話
す
。
　
　
‐

催
し
で
は
業
界
各
社
の
仕
事
の

紹
介
や
、
・参
加
学
生
に
よ
る
話
し

合
い
や
発
表
の
場
も
設
け
ら
れ

た
。
　
　
　
　
　
‐

同
学
部
４
年
の
ピ
ロ
ゾ

・
シ
ャ

フ
ィ
ナ
さ
ん
（２２
）
は

「人
と
接
す

る
時
に
目
線
や
笑
顔
を
意
識
し
、

思
い
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
大

事
。
空
港
で
の
仕
事
は
小
さ
い
頃

か
ら
の
憧
れ
。
世
界
と
世
界
と
を

つ
な
ぐ
懸
け
橋
の
役
割
」
と
笑
顔

を
見
せ
る
。
川
口
短
大
２
年
の
長

岡
紗
花
さ
ん
（２０
）は

「男
性
中
心

の
職
場
か
と
思
っ
た
が
、
、若
い
女

性
も
活
躍
し
て
い
る
。
近
く
で
見

る
と
飛
行
機
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れヽ
る
゛
た
く
さ
ん
情
報
を
収
集
し
、

分
析
し
て
ほ
し
い
」
と
業
界
の
魅

一カ
を
話
し
た
。

一
学
生
を
指
導
し
た
川
口
短
大
ビ

ジ
ネ
ス
実
務
学
科
の
冨
吉
光
則
准

教
授
は

「空
港
業
務

へ
の
意
識
を

持
つ
学
生
に
実
際
に
現
場
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
可
能
性
を
広
げ
、

志
を
後
押
し
し
た
い
」と
話
し
た
。

学
生
に
空
港
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

業
務
の
魅
力
を
話
し
た

（左
か
ら
）
埼

玉
学
園
大
４
年
の
池
間
佳
希
さ
ん
、
ピ

ロ
プ

・
シ
ャ
フ
ィ
ナ
さ
ん
、
川

′口
短
大

の
長
岡
紗
花
さ
ん
＝
４
日
午
後
、
羽
田

空
港
　
．　
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